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ミールウアームの幼虫と玄米が大量にある条件下






















































で，若鳥が1979年 5 月 5 日 ~1980年 5 月 4 日であった。















9.g~ 玄米を 0.7g 採食し，年間合計では， MW;を
成鳥および若鳥で得られた結果を，表 1 および図ムプ 'ig~:i5.(j g，、玄米を 2筋 .6g で，総重量では 3480.6g 採
2に示した。 に 食したb また，若鳥は， 1臼平均 MWを 7.4g，玄米
実験の日数は，成長が358日で曳若鳥が359日であっマ勾 を 2;2g採食し，年間合計でIt-.MWが 2642.0g，玄
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(1)179 ) 年月 (1980) 
図 2 若鳥の採食重量の刃別変化〈平均:g) 
表 1 2羽のスズメの月:原幌余重量〈日平均:g) 
雀lti烹f1円 I3 I 41 5*1.6 _j..1J竺ア日フ。 111 1 12 1合計1R平均
MW 8.4 7.9 8.7 9.4 8~5 8.7 10.1 7.1 6.1 11.3 8.9 7.3 3215.0 9.0 
成 玄 米 0.6 0.5 0.3 0.4 0.8 0~6 。沿 0.7 0.5 1.0 0.6 0.9 265.6 0.7 
合 計 9.0 8.4 9.0 9.8 ~ノ9.3 9，3 tl.o 7.8 66 12.3 95 82 3480.6 9.7 
鳥 MWの割合 93 94 97 96 91 94 92 91 92 91 94ノ 89 92 92 
体重・他 21.6 ーー「 22~5 産卵 一 一 23.9 
MW 5.7 5.4 7.9 8.7 8.2 10..1 10.0 5.5 6.3 9.6 7.7 5.0 2642.0 7.4 
若 玄 米 3.3 3;7 2.7 1.2 1.0 0.2 O.~ ヌ 2.5 2.1 2.9 2.8 3.9 804.9 2.2 
合計 9.0 9.1 10.6 9.9 9.2 10.3 10'.9 . 8.0 8.4 12.5 10.5 8.9 3446.9 7.6 
鳥 MWの割合 63 69 75 88 88 98 92九 69 75 77 73 56 77 77 




月別にみると，成鳥は MWを 6.1g.~11. 3 gの問
で採食しており，その差は 4.4g で 7 月 ~10月は変動
が著しい。すなわち， 7月 10.1g， 8月 7.1g， 9月 6.1
g，10月 11.3gである。 MWに反して玄米は， 0.3g~ 
1.0gでその差は 0.7gである。
若鳥は， MW を 5.0g~10.lg の聞で採食し，その
隔は 5.1gである。 6月， 7月， 10月は， 10g前後で
あるが8月， 9月， 12月.1月. 2 月は 5g~6.3g であ
る。玄米は， 0.2g (6 月 )~3.9g (12月)の間で採食
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く，成鳥は，6.1g~11. 3gJ 日で，若鳥は 5.0g~10.1
gJ 日であった。割合では，成鳥が89%~97%で，若鳥
は56~98%であった。
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みると， 0.7%， 1.9%， 2.4%， 4.5%， 45.9%， 38.1% 
る。一方，若鳥の割合は56%以上であるが，成鳥の安定 22.2%， 7.3%， 11.8%， 2.2%， 1.8%， 1.4%であり，
した割合に対して56%~98%とその幅が大きい。 12月が 最高値の5月は45.9%である。これは，実験の最低値の
56%で6月が98%であり， 8 月 ~3 月は割合が低く， 69 56% (若鳥の12月の値)より低い。最高値は， 98% (若
%・75%・77%・73%・56%・639長・ 69銘・ 75%であっ 烏の6月の値〉で，自然条件下のスズメの最高値の2倍
た。 の値である。
最後に， 2羽のスズメは健康な状態で1年聞を過ご 実験条件下では， MWと玄米という限定された2種
し，異常は認めなかった。動作は活発で，羽毛がしま 類の飼料であったが，スズメは MW(動物質〉を玄米
り，糞は，ほぼ同じ大きさで，色は，ほぼ白色であっー (植物質〉よりかなり高い割合で採食した。これは，ス
た。成鳥の体重は， 21.6 g (1月)， 22. 5g (6月)， 23.9 ズメは生得的に動物質と好む烏であることを示す1例と
g (12月)で，若鳥のそれは， 23.5 g (5月)， 24.4 g みることができょう。スズメは， MW(動物質)の多い
(12月)， 24.8g (4月〉で，共に増加の傾向が認められ 条件下であれば， MW(動物質〉を大量に採食する(主
た。また，成鳥は7月に新聞紙を盛んにちぎり， 7月18 食とする〕烏であるといえよう。














































































結く， 5月， 6月， 7月と 4月は， 88%， 98%， 92%， 
88%であるが.8月， 12月， 1月は69%，56%および63
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おわりに
この実験の途中，私は富山県生物学会会員の一員とし
て， 2?自3日の佐渡研修旅行に参加した。そして，終
始，菊池勘友エ門先生のご指導を受けたり，菊池先生の
採取された化石をいただし、たりした。また，夜は，菊池
先生の生物学・教育等のお考えをわかり易く話して頂い
た。 トキの保護センターへの道中は，私達よりも早く足
を進められ，ご健康そのものの感がした。
あの時の菊池先生のお姿を思い浮かべながら，この文
をまとめた。
菊池先生のご冥福と佐渡博物学会ならびに佐渡博物館
のご発展をお祈りします。
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